
環
境
学
の

未
来
予
測

専門は地理学。環境学研究
科の調査団の一員としてバン
ダアチェに入り、いまでも現地
調査を続けている。最近は、防
災リテラシーというテーマにつ
いても考えている。

高橋 誠

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　この授業では、テクトニクスから
海洋地形学、海洋生物学までさま
ざまなトピックを取り上げながら、
海洋環境に関する理論的な基礎を
しっかりと学びます。理論的な学習
に加え、科学論文の分析・発表も

行い、学んだ理論的知識が現実の問題解決にどのように応
用されるかをより深く理解することができました。
　このようなアプローチは、総合力やコミュニケーション能力
を養うだけでなく、さまざまな環境問題やトピックを批判的に
評価する能力を高めることにも役立つと思います。
　HUMBLET先生の授業は内容が濃く、学生との交流に時
間を割き、いつも的確なフィードバックを与え、それは、このう
えないアカデミックな経験となっています。
　海洋科学、古気候学、堆積学、その他の関連分野の研究
に興味のある学生には、この授業をお勧めします。

　地球表面積の７割を占める海。その奥底、平均水深3700mの海底は容易にアクセスで

きない未知の世界です。そうした海底に、新しい探査技術を発展させながら挑んできたのが

海洋地質学。「海底とその下にある堆積物には、過去の環境変化やその海洋生物への影

響に関する重要な情報が隠されています。その秘密を解き明かすことは、私たちの未来を

理解するのにとても重要」と、HUMBLET先生。G30、NUPACE＊など専攻も出身も多様

な学生に海洋地質学のさまざまなトピックを教えています。

　講義は、プレートテクトニクス理論の発展や海底の形態に関する知見など海洋地質学の歴史的背景から、海

洋中の堆積物の組成と分布、そして先生の専門であるサンゴ礁の生態系研究のケーススタディで構成され、学生

にはリーディングとプレゼンテーションが課せられます。プレゼンテーションのテーマは先生がリストを提供します

が、自由に決めてもOK。この日は、海底資源の採掘が海洋生物に与える影響や、2011年の東日本大震災時に

深海で発生した「混濁流（タービダイト）」についての発表も。それぞれの興味や研究分野に添って幅広く選んで

います。「よりインタラクティブな授業にしたい」とHUMBLET先生。発表について質問を促したり、講義の内容を

説明するサンプルを見せたりして、ディスカッションを活発にしています。

　「探査によりマッピングされた海底は約25％。そのうち詳細な調査が行われているのはごく一部ですから、新種

や新しい生態系が存在する可能性もあります。現在の深海採掘プロジェクトが、まだ見ぬ生態系を脅かしている

かもしれない。そう考えれば、海底探索はなおさら重要です」。海洋地質学における発見が地球の歴史と理解に

つながり、現在の環境問題にどのように関連していくのか、学生に問いかけています。
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　私が海洋地質学のコースを選んだのは、土壌学
に興味があったからです。このコースでは、地質学
の基礎的なテーマを通して海洋と海底について学
びます。HUMBLET先生は、地質のサンプルや研
究者としてのエピソード、時事問題を紹介し、講義
を面白くインタラクティブなものにしています。授業
では、学生に質問を投げかけ、ディスカッションに参

加するよう促しています。
　私の発表では、オーストラリアのグレート・バリア・リーフ付近で発見され
た海底地すべり「グロリアノールズ・スライド」に関する論文を選びました。海
底地すべりについて聞いたことがなかったので、どのように発生するのか、
普通の地すべりと比べてどうなのか興味がありました。この課題を通して、
授業で扱ったテーマに対する理解が深まり、自分の発見をクラスメートと共
有することができました。
　このコースのおかげで、海洋地質学のプロセスについてもっと学びたいと
思うようになり、土壌科学に関するこれまでの知識がさらに深まりました。

NUPACE交換留学生　農学部 
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史
上
最
悪
の
津
波
災
害
と
言
わ
れ
た
ス
マ

ト
ラ
島
沖
地
震
か
ら
20
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。
最
大
被
災
地
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
で

は
、
国
際
社
会
か
ら
途
轍
も
な
く
大
き
な
支

援
が
も
た
ら
さ
れ
、
大
量
の
復
興
住
宅
が
つ

く
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
被
災
者
の
帰
還
と
家

族
の
再
生
を
促
し
た
だ
け
で
な
く
、
安
価
な

貸
家
と
し
て
、
復
興
景
気
に
惹
か
れ
た
移
住

労
働
者
の
受
け
皿
に
な
っ
た
。
災
害
か
ら
の

復
興
と
武
力
紛
争
か
ら
の
そ
れ
と
が
時
期
的

に
重
な
り
、
ア
チ
ェ
統
治
法
下
で
特
別
会
計

が
設
け
ら
れ
、
産
業
振
興
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
新
し
い
住
宅
開
発
も
進
め
ら
れ
た
。
地

域
人
口
は
10
年
後
に
は
津
波
前
の
水
準
に
戻

り
、
増
加
を
続
け
て
い
る
。

　

復
興
事
業
や
そ
の
後
の
都
市
開
発
の
中
で

災
害
へ
の
備
え
が
俎
上
に
載
ら
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
津
波
緩
衝
地
帯
や
集
落
移

転
の
計
画
は
う
ま
く
い
か
ず
、
日
本
の
援
助

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
津
波
避
難
ビ
ル
も
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
防
潮
堤
は
つ
い

ぞ
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
近
は
、
沿
岸
低

地
部
の
あ
ち
こ
ち
で
新
興
住
宅
地
が
増
殖
し

て
い
る
。
住
民
は
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た

が
、
格
差
は
拡
大
し
、
防
災
の
こ
と
は
重
要

な
関
心
事
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
、
バ

ン
ダ
ア
チ
ェ
の
経
験
は
、
災
害
か
ら
の
旺
盛

な
回
復
力
と
と
も
に
、
巨
大
災
害
後
に
脆
弱

性
が
再
生
産
さ
れ
る
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
の
被
災
経
験
か
ら
、
災
害
対
応
に
か
か

わ
る
基
本
法
が
つ
く
ら
れ
、
国
と
地
方
の

政
府
に
専
門
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。
警
報

シ
ス
テ
ム
の
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用
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
の
仕
組
み
づ

く
り
も
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
1
0
0
名
以
上
の
死
者
を
出
し
た

地
震
災
害
は
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
以
降
10
回

を
数
え
る
。
そ
の
中
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
驚
く
ほ
ど
小
さ
い
も
の
も
あ
り
、
明

ら
か
に
社
会
の
ほ
う
に
問
題
が
あ
る
。

　

学
問
が
発
展
す
る
と
、
地
震
や
津
波
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
理
解
は
深
ま
る
が
、
そ

れ
自
体
の
性
質
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

自
然
と
の
付
き
合
い
方
は
そ
れ
と
は
異
な

る
。
学
問
の
発
展
は
、
良
く
も
悪
く
も
、
社

会
そ
れ
自
体
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
被
災
地

の
長
期
的
な
観
察
を
通
し
て
問
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

翻
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
計
画

で
は
、
科
学
研
究
の
最
新
成
果
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
地
域
社
会
は
被
災
前
よ
り
も
良
く
な

る
は
ず
で
あ
っ
た
。
防
潮
堤
が
つ
く
り
直
さ

れ
、
集
落
移
転
や
土
地
の
嵩
上
げ
に
よ
っ

て
、
見
か
け
上
は
津
波
に
対
し
て
安
全
に
な

っ
た
。
し
か
し
大
方
の
沿
岸
地
域
で
は
、
こ

の
十
余
年
間
に
津
波
災
害
の
犠
牲
者
よ
り
も

多
く
の
人
び
と
が
転
出
し
、
社
会
の
活
力
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
わ

た
し
た
ち
の
現
地
調
査
か
ら
推
察
す
る
に
、

お
そ
ら
く
好
転
の
見
込
み
は
な
い
と
、
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

かもしれない。そう考えれば、海底探索はなおさら重要でも な 考 れ 海 探 は さ 重

＊ G30：英語のみで名古屋大学の学士・修士・博士の学位が取得できる国際プログラム。外国の教育制度で教育を受けてきた学生が対象
　NUPACE：名古屋大学と学術交流協定を結んでいる外国の大学から交換留学生を受け入れるプログラム
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